
　最初に聖書に興味を持ったのは高校時代、アメリカのフォークソング・グループ　ピーター・ポール＆マリー（PPM）のレコードから。「エジプトに行く男」「テル・イット・オン・ザ・マウンテン」など、聖書の内容に沿った曲が多くある。太宰治と遠藤周作にもキリスト教関連の作品が有り、聖書を購入した。大学4年、部活引退後の夏休みに２か月かけて旧約・新約を読破した。
結婚して子供が生まれ、家族の平穏を願うべく、地元のプロテスタント教会の日曜礼拝に通い始めた。入信も考えたが、我が家はいわば普通の仏教徒、妻は「お墓はどうするの」という。牧師さんに相談したら「洗礼を受けなくとも、信じる心が有れば救いは有ります」と明確な回答を頂き、気楽な心で礼拝を続け、月1回、英語の聖書を読む勉強会にも参加。知人に誘われ、モルモン教の礼拝にも行った。
40歳でヨガを始め、ヒンズー教と仏教の本を読むようになった。我家は曹洞宗なので般若心経と禅が面白い。40から50歳代で、ボランティアのチンドン屋でサックスを吹き、クレズマーミュージックというユダヤ人の民族音楽にも興味を持った。明治時代に「日ユ同祖論」即ち日本人とユダヤ人の祖先が同一という説があった。音楽も似た雰囲気の曲がある。昭和のサーカスのジンタ、「リンゴの唄」「学生時代」「魔法使いサリー」他チンドンでのレパートリーも多数。フリー・トーキングの英会話講師がユダヤ系だったので、ユダヤ教、キリスト教に関する会話をしたかったのだが、彼女は「宗教は嫌い。戦争の原因となるから」と相手にしてくれず、これも良い教訓にはなった。
現在75歳。朝晩仏壇に礼拝、週2回般若心経を暗唱し、盆は迎え火、両親の命日には墓参り。学生時代に買った聖書は、旧約が1955年、新約は1954年改訂版。今でも大切に保管している。聖書は随時改訂されているのが素晴らしい。常に研究を重ね時代に相応しいアップデートがなされている。仏教ではこの努力が足りないと思う。般若心経は原語の「音」をそのまま漢字に当てはめたり、原語の「意味」に該当する漢字を使うなど、わざわざ分かりづらくしている。
ＰＰＭのレコードも現在も愛聴している。小説で聖書からの引用があれば、その都度ひも解く。最近も全寮制のミッションスクール舞台のミステリーを読み、礼拝や寮生活など興味深く楽しく読んだ。
文学・音楽的興味から色々な宗教を学び、実践してきたが、最も大切で共通した教えは、「平和」「平等」2つの「平」　具体的には思いやりと寛容な心だと思っている。母の故郷山梨では、客に「お平（おたいら）に」と言う。「足を崩して気楽にくつろいで」の意味合い。世界中がお平になることを願う。
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